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令和３年１２月２０日 

金沢ＭａａＳコンソーシアムの正会員を 
１２月２０日から募集します！ 

 

【募集要項】 

１．申込要件 

  金沢ＭａａＳの基本理念に賛同し、本市内で実際に活動できる企業又は団体で、コン

ソーシアムで解決すべき課題（別紙２参照）の解決に向け、保有する技術・資産を活

用し、主体的に取り組んでいただける意欲のある者（企業・団体） 

２．定員 

  ２０者（企業・団体）程度 

３．会費 

  無料（令和４年度まで） ※令和５年度以降未定 

４．プロジェクト負担金 

  プロジェクトごとに関係者間で協議し費用負担 

５．入会までの流れ 

  ①令和３年１２月２０日（月）～ 令和４年１月１４日（金） 

   入会申込書の受付（１月１４日必着） 

  ②１月下旬 ～ ２月上旬 

   幹事会審査 

（原則、書面審査。必要に応じ、ヒアリングを依頼することがあります。） 

  ③２月上旬 ～ 中旬 

審査結果の通知（結果通知書をもって入会となります。） 

 ６．提出書類 

   〔様式第１号〕金沢ＭａａＳコンソーシアム入会申込書（正会員用） 

    ※ 入会申込書は金沢市ホームページに掲載しています。 

      http://www4.city.kanazawa.lg.jp/11031/taisaku/kanazawamaas/seikaiinnnobosyuu.html 

  なお、入会申込書に記載した技術・資産の具体的な活用方法を示した資料を添

付してください。（様式は問いません。） 

金沢ＭａａＳの基本理念に賛同し、コンソーシアムで解決すべき課題の解決に向け、保

有する技術・資産を活用し、主体的に取り組んでいただける意欲ある企業・団体を正会員

として１２月２０日から募集します。 

http://www4.city.kanazawa.lg.jp/11031/taisaku/kanazawamaas/seikaiinnnobosyuu.html
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７．提出方法 

   「８．提出先」に記載のEmail宛てに、データで提出してください。 

８．提出先 

  金沢ＭａａＳコンソーシアム事務局（金沢市交通政策課） 

   住所：金沢市広坂１丁目１番１号 

   T E L：０７６－２２０－２０３８ 

F A X：０７６－２２０－２０４８ 

   Email：koutsuu@city.kanazawa.lg.jp 

  〔注意事項〕 

   入会申込書の提出に当たっては、金沢市ホームページに掲載している「金沢ＭａａＳ

コンソーシアム規約」及び「金沢ＭａａＳコンソーシアムのプロジェクトの進め方」

を必ず確認してください。 

   http://www4.city.kanazawa.lg.jp/11031/taisaku/kanazawamaas/seikaiinnnobosyuu.html 

 

 

〔問い合わせ先〕 

金沢ＭａａＳコンソーシアムの正会員の募集について 

：金沢市交通政策課（TEL：076-220-2038） 

  

http://www4.city.kanazawa.lg.jp/11031/taisaku/kanazawamaas/seikaiinnnobosyuu.html
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〔別紙１〕 

金沢ＭａａＳコンソーシアムとは 

■ 設立の経緯 

多様な移動手段による移動と、移動の目的である買い物などの多分野のサービスがシームレ

スに提供される環境を整備し、市民等が便利・自由・快適に移動できるまちづくりを官民連携で

進めるため、金沢市長が発起人となり、市内の広域的・日常的な移動の多くを担う交通事業者と

ともに、令和３年８月に「金沢ＭａａＳコンソーシアム」を設立したものです。 

 

■ 今後の活動方針 

今年度のプロジェクトの第一弾として、時間や場所を問わずに購入できる市内一日フリー乗車券
のデジタル化の実証実験を行います（デジタル交通サービス「のりまっし金沢」）。 

また、年末頃を目途に、様々な業界の事業者等にコンソーシアムへの参画を呼び掛け、相互に協
力して様々な課題解決のためのプロジクトを順次実施する予定です。 

 

■ 構成メンバー 

正会員 

交通事業者 IRいしかわ鉄道株式会社  

西日本旅客鉄道株式会社 〔幹事〕 

西日本ジェイアールバス株式会社 〔幹事〕 

北陸鉄道株式会社 〔代表幹事〕 

行政機関 金沢市 〔代表幹事代理〕 

 

オブザーバー 

国土交通省 北陸地方整備局金沢河川国道事務所 

北陸信越運輸局石川運輸支局 
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〔別紙２〕 

金沢ＭａａＳコンソーシアムで解決すべき課題 

 

 

 

 

 

令和３年12月現在 

１．誰もが自由に移動できる移動環境の実現 

２．多分野との連携による付加価値機能の高い 
移動サービスの提供 

３．持続可能な交通ネットワークの構築 

４．安全安心に移動でき、環境にやさしい 
移動手段の推進 

５．交通ネットワークの再構築 

７．交通利用環境の向上 

８．歩行者と公共交通の優先 

６．交通機能の連携強化 

９．広域・圏域交通による交流の推進 

施策の体系 

⑦需要動向に即したバスダイヤの設定 

⑤収支改善の徹底 

④山間部と市内の連絡交通の構築 

③利用促進に直結する利用環境の創出 

①MaaSの推進を通じたバス・鉄道の利用促進 ⑨新たな乗車システムの構築 

⑩バスロケーションシステムの更新 

⑥マイカーからバス・鉄道への利用転換の促進 

⑯インバウンド回復に向けた受入環境の充実 

②北陸新幹線敦賀延伸を見据えた観光交通の充実 

⑫安全輸送の遂行と接遇サービスの向上 

⑮まちなか活性化施策や観光施策との連携 

⑧鉄道線の存続に向けた利用促進 

⑪駐車場案内システムと「のりまっし金沢」の連携 

⑬公共シェアサイクルと「のりまっし金沢」の連携 

⑭「のりまっし金沢」を活用した歩いて暮らせる 

ライフスタイルの提案 

課 題 

 

 

対 策 

例１）シームレスに利用可能な乗
車券、時間券などの開発 

例２）多分野と連携した「のり
まっし金沢」の高機能化 

例３）MaaS データを活用した時
差利用の推奨、時差利用イン
センティブの検討 

など 


